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ワ ル フ ァ リン と数種漢方薬の 併用 に よ る

血液凝固系に及ぼ す影響
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【目的】 ワ ル フ ァ リン は心筋梗塞 ， 脳塞栓 ， 末梢血管閉塞 な ど の 治療お よ び予防に 用い ら

れ る経 囗抗凝固薬で ある。
ワ ル フ ァ リ ン は臨床的に は過量 に な っ た場合や 他剤 と の 併用 に

際 して は出血 性素因を きたす場合が あ る ため，血液凝固能の 変動 に十分な注意 を要す る 。

牛車腎気丸 （TJ −107）， 黄連解毒湯 （TJ −15），桂枝茯苓丸 （TJ −25），当帰芍薬散 （TJ −23），

釣藤散 （TJ −47） は血液系の 疾患に 用 い られ る こ とが 多 く，臨床上 ワ ル フ ァ リ ン と併用 さ

れ る可能性も多い
。 そ こ で 今回，TJ −107

，
　TJ−15，　 TJ−25，　TJ −23，　TJ −47 に つ い て ワ ル フ ァ

リ ン の 抗凝固作用 に 及ぼ す影響を血液凝固系を中心 に 検討 した 。

【方法】SD 系ラ ッ トに ワ ル フ ァ リ ン 水 （0．65mg ／1）を 11日間飲水投与 した。 正 常群 に は

蒸 留水 を飲水 さ せ た 。 ワ ル フ ァ リ ン 飲水12日 目に 被験薬を経 口投与 した 。 漢方薬 は 2g／10

ml ／kg を単回経口投与 L ， 対照 と したイ ン ド メ タ シ ン は 10mg／10m1／kg を単回経口投与 し

た 。 24時間後 に麻酔下で腹部下行大動脈か ら3．2％ ク エ ン 酸ナ トリウ ム 採血 し血漿 を分離

し て 血液凝 固能 の 測定に 供 した 。 血 液凝固能 は PIVKA 感受 性 の ト ロ ン ボ テ ス ト，

PIVKA 非感受性 の ヘ パ プ ラ ス チ ン テ ス ト， 外因系凝固能 と して プ ロ ト ロ ン ビ ン 時間，内

因系凝 固能 と して 活性化部 分 ト ロ ン ボ プ ラ ス チ ン 時間を血液凝固計 Amelung 　KC −10A

（エ ム ・シ ー ・メ デ ィ カ ル ）にて測定 した 。

【結果】 ワ ル フ ァ リ ン を 11日間飲水投与する こ とに よ り，蒸留水を飲水投与 した正常群 と

比 較 して TBT の 凝固時間が 21，6％，　 HPT の 凝 固時間が 19．4％ ，
　 PT が 4．8％，　 APTT が

20．8％そ れぞ れ延長 した 。 TJ −107
，
　TJ −15

，
　TJ −25，　TJ−23，　TJ−47はそ の エ キ ス 2．Og／kg の

投与に よ っ て も ワ ル フ ァ リ ン 処置 ラ ッ トの い ずれ の 血液凝固能に も影響を与え なか っ た 。

一方，対照 として 用 い たイ ン ド メ タ シ ン は ワ ル フ ァ リ ン の 抗凝固作用をさ ら に有意に 増強

した 。

【結語】牛車腎気丸，黄連解毒湯，桂枝茯苓丸，当帰芍薬散， 釣藤散は ワ ル フ ァ リ ン カ リ

ウ ム の 抗血 液凝固作用 に 影響 を 及 ぼ す こ とは ほ とん どな い と考え られ た 。

一 147一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


